
氏名 　三　木　理　史

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

愛知県史編さん委員会特別調査委員／近畿日本鉄道社史執筆担当

茨木市史執筆委員／人文地理学会地理学文献目録編集副委員長／

人文地理学会協議員／歴史地理学会評議員／交通史研究会常任委員／鉄道史学会理事

講演会講師(大阪府立文化情報センター「新なにわ塾」・第４回あま歴史研究会＜愛知県海部郡＞)

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①   蘭　信三編著
『日本帝国をめ
ぐる人口移動の
国際社会学』不

二出版

共著

② 中西僚太郎・関
戸明子編『近代
日本の視覚的経
験―絵地図と古
写真の世界―』

共著

樺太に関する総説(389～402頁)
および岩手県からの大工出稼ぎ
に関する論考を執筆(403～432
頁)

　科学研究費による共同研究の
成果として、写真帖に関する章
(145～158頁)および奈良絵図屋
に関するコラム(40～41頁)を執
筆

概　　　　　　　要

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会・人文地理学会・歴史地理学会・奈良地理学会・社会経済史学会・
経営史学会・日本産業技術史学会・交通史研究会・鉄道史学会・日本植民地研究
会

大阪市における都市交通史の研究／樺太における植民地史の研究／近代日本の地
理写真史の研究

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

関西大学博士(文学)

最終学歴

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

歴史地理学・交通地理学／都市交通史・植民地研究・写真史

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

平成19年度三菱財団人文科学研究助成金「近代日本における外地－内地間の地域間交流に関
する研究―特に樺太を中心に―」(研究代表者：三木理史、研究継続中)

地理学科３年次ゼミ報告書『岩手巡検報告書－岩手県内各地の地域調査－』（三木ゼミ調査
法・野外研究調査報告書第13号,2009年1月の企画・指導・引率・編集・発行。奈良文化論講
義、関西大学文学部(前期：歴史地理学ほか担当)、関西大学大学院文学研究科博士課程前期
(後期：歴史地理学研究Ｂ担当)、佛教大学文学部(前・後期：地域文化特講担当)

文学部教務委員長・全学教務委員・図書館委員・こおりやま市民大学講師・高の原カル
チャーサロン講師・サークル旅と鉄道顧問・居合道部顧問

　ナカニシヤ出版

　2008年 6月

2008年11月

不二出版



① 20世紀日本にお
ける樺太論の展
開

単著

② 明治・大正期に
おける府県写真
帖の成立

単著

① Study of
Japanese books
and articles
about
‘Karafuto’
(Sakhalin) in
Japan in the
20th century

単

② 戦前期大阪府に
おける石炭消費
と輸送

単

① 大阪の渡船 単著

② 書評 千田 稔
編『アジアの時
代の地理学』

単著

③ 大　阪 単著

④ 書評 宇田正著
『鉄道日本文化
史考』

単著

　科学研究費による共同研究の
報告書である千田編書を歴史地
理学の立場から書評

　大阪の渡船の歴史と現状を概
説・紹介(46～50頁)

　明治・大正期に府県庁および
それに準ずる機関の刊行した写
真帖を体系的に考察したもの(20
～41頁)

　サハリン国立大学でのシンポ
ジュウムで20世紀日本における
樺太論について報告

　戦前期の大阪府における石炭
消費からその輸送実態の考察を
行ったもの

　20世紀における日本の「樺太
論」を概観し、その変化を時期
区分しつつ考察したもの(197～
214頁)

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

日本地理学会『地理
学評論』第81巻 4号

地方史研究協議会
『地方史研究』第58
巻3号

2008年 5月

2008年 6月

日本地理学会『地理
学評論』第81巻 8号

新風書房『大阪春
秋』第132号

2008年12月

2008年11月

2008年10月

日露国際セミナーシ
ンポジウム「サハリ
ン：植民地化の歴史
的な経験」(於・ロシ
ア国立サハリン総合
大学)

社会経済史学会第77
回全国大会自由論題
報告(於・広島大学)

 2008年 5月

2008年 9月

2008年11月 平岡昭利編『地図で
読み解く　日本の地
域変貌』,海青社

地形図から歴史を読むシリーズ
で「大阪」に関する章を分担

経営史学会『経営史
学』第43巻 3号

　宇田氏の鉄道文化に関する著
作を鉄道史の立場から書評


